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初めに 引用と いう ものに 就いて 述べ る 必要が あると 

思う。 引用の 天才 はかっての 福 本 和 夫 氏であった。 彼 

の 論争 文 は その 文章の 殆んど 五 割に 及ぶ 内容が、 論敵 

からの 引用と、 マルクス. エンゲルス. レ— ニン 其の 

他 及び この 人達に よって 批判され た 人間 達からの 引用、 

によって 占められ ている。 彼の 手に よって、 論敵の 思 

想 は 凡て、 マルクス. エンゲルス. 其の 他に よって 批 

判 攻撃され た 人間の 文章に 引き直され るか、 そうでな 

ければ マルクス • エンゲルス • 其の 他の 人の 文章 を 借 

りて、 福 本 その 人から 批判 攻撃 を 受ける の だ。 

この場合、 注意すべき は、 この 引用が 古典的な 乃至 



だが 万一 公式 自身が、 科学的に 正当で あるかな いかが 

問題に される 場合 だとす ると、 勿論 之 だけで は 科学的 

な 操作と いう ことが 出来ない。 公式が 信頼され るの は、 

一 つに は それが その 場の 必要に応じて いつでも 実証的 

に 検証. 証明. され 得る という 場合で あり、 二つに は 

公式が 成立す るまでに 蓄積され た 認識 の 体系が 歴史的 

陶冶に 耐えて 来たと いう 自他の 承認が ある 場合で あり、 

三つに は 夫が 世間の 信用 を 博して 世俗的な 権威 を 生じ 

ている 場合で ある。 処が この 三つ 目の 権威なる もの は、 

世間 的に 意味 はあって も、 科学的に は あまり 意味が な 

いば かりで なく、 往々 有害で さえ あるの だ。 神様の 出 



味で しか、 大審院 的 判例 は 科学的 引用 を 許されない。 

判例 は 単なる 権威 ある 前例と してではなくて、 必要に 

応じて いつまでも 実証的に 検証され 得る 可能性 を もち、 

即ち また 合理的な 根拠が 用意され ている、 という 条件 

を 必要と する。 

福 本 氏の 場合の、 権威 (？) の 引用が 何 を 意味した 

か を、 今 ここで 議論す る 心算 はない。 問題 は 引用に 

あつたの であり、 それが 氏の 場合に は 公式と しての 引 

用であった。 公式と しての 引用 は 勿論 科学的に 有益な 

もので 又 不可欠の もの だが、 夫が 非科学的 引用に 終る 

二つの 危険が ある、 というの だ。 というの は 所与 を 引 



だが 第二に、 引用文が 資料の 意義 を も 持って いる 場 

合の 多い こと は 云う まで もない。 考察の 対象と なる 現 

象 をば 云い 表わして いる 言論 を 引用す る ことによ つ て 

検討す ベ き 対象に 関する 原資 料が 提供され る わけ だ。 

論旨の 証明に 当って その 方法と して 役立つ よりも、 寧 

ろ その 方法の 対象と なる 資料 • 与件 • として 択 ばれる 

のが、 この 引用の 意義で ある。 この場合 でも、 なる ベ 

く 典型的 で 代表的な もの を 選ぶ のが 当然 であるが、 併 

し 資料 は 復原 資料と しての 性質 上、 分量の 上の 問題 も 

常に 必要な ので (単に 統計 を惹き 出そうと する 時には 

限らぬ)、 代表的な もの だけに 限定 出来ない 場合が 多 



治 イデ ォロギ —である こと を、 読者 は 知っている だろ 

、つ。 

そこに ある ものが 事実、 如何に フラ— ゼと 引用と に 

よって、 論旨の 要点 を 支えられて いるか は、 一見して 

明らか だ。 その 極端な もの は、 古代 神話の 叙述からの 

文献 的 引用 を 以て、 現実の 社会の 理解の 鍵と しょうと 

する ので ある。 周 代の 社会 機構に 基く 処の、 或いは 寧 

ろ漢 代に 這 入って、 社会の イデ ォロギ —として 定着し 

たと ころの 儒教の 古典から、 直接の 引用. 間接の 解釈- 

を 以て 徳川 期の 社会 機構に 君臨しょう とした ものが、 

所謂 腐 儒 であった とすれば、 日本 古^ 社会の 機構 を 離 



精神に よって 理解しょう という 動向 は 併し、 必ずしも 

所謂 反動的な 文化 理論家の 専有 物で はない ので ある。 

大いに 革新的 (？) で 従って 又 進歩的 (？) な 評論家 

の 類に さえ、 最近 この 精神 は 旺盛な ので ある。 日本 「古 

典」 の 再認識と いう 名の 下に、 単に 日本の この 極度に 

対立 拮抗した 現実から、 古典 成立の 時代の 文物の 内に 

逃れて、 思い を ロマン 的 回顧に 沈める ばかりでなく、 

更に 逆に そこから 出発して、 この 日本的 現実 —— 世界 

の 現実に つらなる この 日本的 一 環 —— を この 古典 文献 

の 引用に よって、 或いは 引用の 精神に よって、 処理し 

ようと 云う もの は、 今日 決して 少なくな いの だ。 而も 



事実、 こうした 種類の 表現 法 を 見る と、 大方 フラ— ゼ 

と 引用と による 美文 (ベルレ— トル) にし か 過ぎない。 

それ は 先から 云って いる 経緯 上、 避け 難い 結果で、 必 

ずし もこの 種の 評論家 の 趣味の 不健全 や 能力の 制限 か 

らば かリ 来る ので はない。 今日 新しい 評論が 現実的で 

はなくて 回顧的. 復古 的. だと 云われる 現象 は、 決し 

て 偶然で はない ので、 夫に は 認識論 上の 深い 根柢が あ 

るので ある。 曲者 は 古典 その他の 文献の 引用の 精神の 

内に あつたの である。 

処が 引用の 精神 は 単に 回顧的 • 古典的 • 文献に つ い 

て だけ 発動す ると は 限らない。 之 は 一般に 認識 上の ェ 



になる。 で、 或いは 外国 文化 は 西欧 精神と いうよう な 

ェキゾ ティ ックな もので、 従って 日本 精神と は 凡そ 別 

な もの だと か、 科学 はョ— 口 ツバの もので 日本に は不 

向きで あると か、 云う かと 思う と、 今度 は ドイツ = 口 

マン テイクが いつの 間に かその まま 日本 ロマン主義に 

な つ ていたり する ので ある。 

ジ ー ドを 「古典」 のように 「文献」 のように 読んだ 

人達 は、 やがて 同じ 調子で 古典 や 文献の ような もの を、 

日本の 伝統と いうよう な ものに 見出した くなる のは自 

然だ。 そして 伝統の 内に —— 万 葉 や 源氏 を ひもとく 場 

合 だ 却つ て ェキゾ ティ ックな もの を 見ようと さえ 



する のが、 今日の 文化的 伝統主義の 特色の 一 つに 数え 

られ るだろう。 この 不思議 は 全く、 引用の 精神、 文献 

の 物 神 崇拝、 の無鎂 けなの さばり 方から 来る 必然的な 

結果に 他なら ぬ。 

引用 精神 • 文献 精神 • が、 足下の 現実に ついて、 本 

来の 意味での 実証的 精神の 規格 を 守らない 場合、 どう 

いう 誤りに 陥らざる を 得ない かが、 これで 判る だろう。 

元来 文献 精神 • 引用 精神 • は、 文献学 上の 実証 精神に 

基く 害であった。 処が この 文献 精神. 引用 精神が、 独 

リ 勝手にと ぐろ を 巻き 始める と、 すでに その 元来の 実 

証 的 精神な ど は 吹き飛ばされて 了う。 民族の 歴史的 伝 



統を 口ぐ せに する こと は、 やがて 民族の 歴史的な 事実 

を 美事に 抹殺して 了う こと だ。 国史の 認識が 喧しくな 

れ ばなる 程、 一 定の 国史 史料 は 封鎖され ねばならず、 

古典的 文献 そのものが 改竄され たり 否定され たりし な 

ければ なら なくなって 来て いるの だ。 

ここに、 歴史 認識に 於け る 科学的 態度と 非科学的- 

反 科学的. 態度との、 鮮 かな 対立が 現われる の を 見る 

ことが 出来る だろう。 思い 上った 文献 精神. 引用 精神 

は、 文献 そのもの を さえ 破壊し、 引用 そのもの を さえ 

無用に し 又 不可能に する。 実証的 精神の 退潮 後退が、 

文献 精神 • 引用 精神 • をば 非科学的 • 反 科学的 • にす 



るの だ。 引用 精神の 独裁が 科学的 精神の 反対 物 を齎す 

ので ある。 

私 はすで に、 この 消息 を、 文献学 主義 (フ イロ ロギ— 

主義) と 名 づけて、 現代 観念論の 方法 全般に 於け る そ 

の 系統的な 活動 振り を 批判した。 哲学の 方法と して は 

之が 解釈 学と なる もので あり、 現実の 実践的 変革の 代 

りに 世界 を あれこれと 解釈す る 自由な 解釈の 哲学 =体 

系 的な フラ— ゼォ ロギ— となる ものの ことで ある。 之 

は 今日の 日本の 自由主義 • 文化的 自由主義 • の 哲学的 

支柱の 一 つと もなる もので あり、 そして 夫 故に 又 更に、 

日本 型 文化 ファシズムの 支柱と もなる もの だ (その 点 



日本に だけ 特有な 現象で はない の だが)。 

文献学と いう 科学 は、 云う まで もな く 立派な 科学で 

ある。 それ は 歴史 科学の 絶 体 不可欠の 認識 手段で ある。 

もう 少し 広く 理解 すれば、 夫 はァカ デミ— 的 学殖 を さ 

え 意味す る。 そういう 点から 私 は 文化の 思想 水準と 文 

献学的 水準と を 区別 出来る とも 思う。 文献学 的 レベル 

は 専門技術 的な 水準 を 意味す る、 特に 広義の 文学的 学 

科に 於て はそう だ。 だが それ にも拘らず、 文献学の 哲 

学 的 世界観 的 拡大と しての 文献学 主義に 現われる 処の、 

云わば 文献学 精神 =フ イロ ロギ— 精神 は、 もはや 科学 

的 精神で はない。 もし 評論な どに 於け る 文学的 精神が 



この 文献学 精神 を 出ないなら (文学 =リ テラ チ ユア = 

文献) そういう 文学的 精神 は 正に 科学的 精神の 正反対 

物 だとい うこと を、 記憶せ ねばならぬ。 

日本の 文化 常識で は、 科学と いうと 自然科学 のこと 

だと 思われて いる。 必ずしも 日本 だけではなくて、 科 

学 的な 社会科学 を 信用し ない ブル ジョァ 社会に 於て は、 

ど マ J の 国で も 多 かれ 少な かれ 見受けられる 処の 現象 だ。 

だが 科学 を 自然科学に 限定す る 合理的な 理由 は 無論 全 

く 見出され 得ない。 科学的 精神と は、 自然科学 一点 張 

りの こと や 所謂 「科学 万能 主義」 や 又 「科学 主義」 と 



は、 云う まで もな く 別 だ。 科学 主義の 名に 値い する の 

は 例えば フランスの ル • ダン テクの ものな どであろう 

が、 之 は 実証主義 認識論の 現代的 形態の 一 つと 云って 

いいだろう。 そして 実証主義なる ものと 実証的 精神と 

の 相違 は、 常識に ぞくする。 現代 唯物論 は 実証的 精神 

によって 貫かれて いるが、 実証主義 は 一 種の 現代 観念 

論に 数えられ るので ある。 

科学的 精神 は 真の 意味に 於け る 実証的 精神で ある。 

というの は、 単に 感性に 訴え 感性の 保証 を 要求す る だ 

けで はなく、 その 感性が 主体的な 能動 性の 発露 面 • 出 

入口. の 役割 を 担う の だ。 つまり この 感性 は 実践と 実 



実践の 最後の 意味だろう が、 生産技術に 関わりない 行 

動 は 世界 を 根柢から 動かす こと は 出来ぬ。 実験の プロ 

パ ー な 意味 は、 こうした 技術的 機動力 を 有つ 実践が、 

自然に 対して 働き かける 場合 を 指す。 そして 実験が 生 

産 技術の 水準に よって 直接支配 される こと も、 判り 

切った こと だ。 実験 は 産業と 一 つづきの もの だ (実験 

室と 工場との 結合 を 見よ)。 かくて 科学的 精神 は 又 技 

術 的 精神で ある。 

事実、 技術的 精神に よるので なければ 事物の 歴史的 

認識 を齎す こと は 出来ない の だ。 科学的 精神と は、 歴 

史的 • 技術的 • 精神で ある。 実践的 精神と 論理的 精神 



的 事実 そのものが、 つまり 科学的 精神と いう ことの 説 

明に 他なら ない。 

科学的 精神 は あれ 之の 精神の 一 つなので はない。 普 

遍 的な 精神な の だ。 ョ— 口 ツバ 精神で もなければ ギリ 

シァ 精神で もない、 日本的 精神で もなければ 東洋 精神 

でもない。 そういう ものと 並ぶ もので はない の だ。 

夫々 の異 つた 時代. 社会の. 現実の ある 処に 常に、 要 

求され ねばならぬ 精神の こと だ。 云わば 之 は 現実 その 

ものの 精神 だと 云っても よい。 —— 処で ここから こう 

いう 一 つの 結論が 出て 来る。 科学的 精神の 働き かける 



労作の 蓄積と その 方向と を 無視して、 徒らに、 思い 思 

いの 落 想の ように、 日本 文化の あれこれの 探究 (？) 

を 揚言す る こと は、 刺戟と しての 意味 はあって も、 何 

等 日本の 認識 を 日本人の 自己 認識 を、 富ます 所以で は 

あるまい。 —— まして 思い 上った 単なる 文献学 精神- 

引用 精神. を 以て、 現代に 至る 「日本 文化」 を 理解し 

ようとす るが 如きに 至って は、 何の 意た るか を 知る に 

苦しむ ので ある。 

( 一 九 三 七 • 三) 



底本 " 「戸坂 潤 全集 第 一 巻」 勁 草書 房 

1966 (昭和^) 年 5 月お 日 第 ー 刷 発行 

1967 (昭和^) 年 5 月^日 第 3 刷 発行 

入力 ： 矢 野 正 人 

校正 " 松 永正敏 

2 003 年 9 月！： ： 曰 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



